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(57)【要約】
【課題】無線伝送の状態に関する情報を表示する伝送状
態表示装置において、効果的に伝送の状態を表示する。
【解決手段】無線伝送の状態に関する情報を表示する伝
送状態表示装置において、次のような構成とした。すな
わち、評価値取得手段が、無線伝送の状態に関する時間
的に変化する評価値を取得する。時間変化率取得手段が
、前記評価値取得手段により取得された評価値に基づい
て、当該評価値の時間的な変化率を取得する。情報表示
手段が、前記時間変化率取得手段により取得された時間
的な変化率の情報を表示する。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線伝送の状態に関する情報を表示する伝送状態表示装置において、
　無線伝送の状態に関する時間的に変化する評価値を取得する評価値取得手段と、
　前記評価値取得手段により取得された評価値に基づいて、当該評価値の時間的な変化率
を取得する時間変化率取得手段と、
　前記時間変化率取得手段により取得された時間的な変化率の情報を表示する情報表示手
段と、
　を備えたことを特徴とする伝送状態表示装置。
【請求項２】
請求項１に記載の伝送状態表示装置において、
　複数の無線伝送路を含む伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれについて、
無線伝送の状態に関する情報を取得し、
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれについて
取得された無線伝送の状態に関する情報を同一の画面で表示する、
　ことを特徴とする伝送状態表示装置。
【請求項３】
請求項２に記載の伝送状態表示装置において、
　所定の判定規則に基づいて、無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いことを判定する
伝送状態判定手段を備え、
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のうちで、前記伝送
状態判定手段により無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いと判定された１つ以上の無
線伝送路がある場合には、それに関する情報を表示する、
　ことを特徴とする伝送状態表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伝送の状態を表示する伝送状態表示装置に関し、特に、効果的に伝送の状態
を表示する伝送状態表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、放送システムでは、図１に示されるような無線伝送システムであるマイクロ受
信基地局システムが検討等されている。
　従来から、伝送路の状態表示及び状態解析について、多くの技術が考えられてきた。例
えば、無線伝送のデジタル化に係り、新しい評価指標の導入や、映像での状態判断の困難
性を補完する情報支援等が検討等されている。
【０００３】
　図６には、従来例に係る伝送状態表示手法の一例を示してある。この手法は、本願出願
人による特許文献１に係る「伝送状態表示装置」で開示された伝送状態の変動範囲や安定
度を表示する手法と同様なものである。
　具体的には、伝送状態における評価値をメータ表示したもの３０１に、その評価値の評
価指標においてその無線伝送で最低限必要なレベルを示す基準線３０２と、その評価値の
変動軌跡や各値の分布３０３と、その評価値とその変動値に基づいて算出される安定度３
０４が、あわせて表示されている。
【０００４】
　また、図６に示されるようなメータ表示を行うにあたっては、例えば、コンスタレーシ
ョンや遅延プロファイルなどの画像データについては、所定の評価方式によって状態を数
値化する方法がとられている。
　これらにより、システムの運用ユーザは、映像では判断できない無線伝送状態の余裕度
を、メータ値や画像や表示色等を通じて段階的に認識できるようになった。



(3) JP 2012-84996 A 2012.4.26

10

20

30

40

50

【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－０１６６３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、近年の無線伝送の利用形態では、単独の伝送路のみではなく、複数の伝
送路を通じて最終的に目的の地点まで信号を通すような伝送経路を考慮する必要がある。
その理由として、伝送路確立にアンテナの方向調整が必要な伝送路以外でも、例えば、ア
ンテナが固定された固定伝送路において、デジタル伝送におけるフェージング等の影響に
より突然にＢＥＲ（Ｂｉｔ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａｔｅ）の破綻が生じるなどの事例から、常
時の状態監視が必要であることへの認識が高まったことが挙げられる。
【０００７】
　この点について、例えば、伝送経路内の各単独伝送路を個別に監視することは当然有効
であると考えられるが、指定した伝送経路内の伝送路の特定と認識、及び刻一刻と変動す
る伝送路の状態について、伝送経路内における全ての必要な情報を常時把握し続けること
は非常に困難である。また、周知の事実により、瞬間的な状態を監視するだけでは突然の
状態悪化に対応できないことから、例えば、各伝送路のそれぞれについて、過去の所定期
間内の伝送状態を踏まえた評価を行うことが求められる。また、特に、空中伝送間におけ
る天候や気温や湿度などの変化によった突然の減衰においては、過去の所定時間の全体変
動範囲というよりもむしろ、直近の変動に関してどのような変化がみられるのかという具
体的な情報が必要となる。
【０００８】
　以上のように、例えば図１に示されるようなマイクロ受信基地局システムなどにおける
伝送状態の表示では、単独伝送路についてより具体的な変動指標が望まれており、また、
複数の伝送路を有する伝送経路の全体に関する総合的な情報の表示などが望まれていた。
　本発明は、このような従来の事情に鑑み為されたもので、効果的に伝送の状態を表示す
ることができる伝送状態表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するため、本発明では、無線伝送の状態に関する情報を表示する伝送状
態表示装置において、次のような構成とした。
　すなわち、評価値取得手段が、無線伝送の状態に関する時間的に変化する評価値を取得
する。時間変化率取得手段が、前記評価値取得手段により取得された評価値に基づいて、
当該評価値の時間的な変化率を取得する。情報表示手段が、前記時間変化率取得手段によ
り取得された時間的な変化率の情報を表示する。
【００１０】
　一構成例として、本発明に係る伝送状態表示装置では、次のような構成とした。
　すなわち、複数の無線伝送路を含む伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれ
について、無線伝送の状態に関する情報を取得する。
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれについて
取得された無線伝送の状態に関する情報を同一の画面で表示する。
【００１１】
　一構成例として、本発明に係る伝送状態表示装置では、次のような構成とした。
　すなわち、伝送状態判定手段が、所定の判定規則に基づいて、無線伝送の状態が所定の
状態と比べて悪いことを判定する。
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のうちで、前記伝送
状態判定手段により無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いと判定された１つ以上の無
線伝送路がある場合には、それに関する情報を表示する。
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【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように、本発明に係る伝送状態表示装置によると、効果的に伝送の状態を
表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】マイクロ受信基地局システムの構成例を示す図である。
【図２】複数の伝送路を有する伝送経路を持つマイクロ受信基地局システムの構成例を示
す図である。
【図３】無線伝送状態の評価値について直近の状態変動の状況を示す表示の一例を示す図
である。
【図４】直近の状態変動を含む複数の情報の表示の一例を示す図である。
【図５】複数の伝送路を含む伝送経路における無線伝送状態の表示の一例を示す図である
。
【図６】従来例に係る伝送状態表示手法の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明に係る実施例を図面を参照して説明する。
　まず、図１及び図２を参照して、本発明を適用することが可能なシステムの例を示す。
　遠隔制御監視システムの一例として、映像の無線伝送装置であるＦＰＵ（Ｆｉｅｌｄ　
Ｐｉｃｋ－ｕｐ　Ｕｎｉｔ）を用いた基地局間の固定無線伝送を含むマイクロ受信基地局
システムが挙げられる。
　図１には、マイクロ受信基地局システムの構成例（系統例）を示してある。
【００１５】
　本例のマイクロ受信基地局システムは、送信点１（送信点Ａ）、基地局２、本社３、送
信点４（送信点Ｂ）を有している。
　送信点１は、送信部１１、アンテナ１２を備えている。
　基地局２は、回転受信アンテナ装置２１、受信部２２、送信部２３、固定アンテナ２４
、変復調部２５、被制御端局２６を備えている。
　本社３は、固定アンテナ３１、受信部３２、回転受信アンテナ装置３３、受信部３４、
復号部３５、情報生成部３６、情報編集部３７、操作端末３８、制御端局３９、変復調部
４０を備えている。
　送信点４は、送信部４１、アンテナ４２を備えている。
【００１６】
　本例のマイクロ受信基地局システムにおいて行われる動作の例を示す。
　本例では、送信点１及び送信点２から本社３へ素材を伝送する場合を示す。本社３から
遠距離にある送信点１からの素材は基地局２を通して本社３へ無線伝送される。
　例えば、放送の素材の送信元となる送信点１や送信点４は自動車やヘリコプターなどに
より移動することが可能なＦＰＵを有しており中継現場にあり、放送の素材の送信先とな
る本社３は固定的に設置されており、送信点１と本社３との間の中継局となる基地局２は
山頂などに固定的に設置されている。
【００１７】
　送信点１では、送信部１１が、素材を無線伝送可能なマイクロ波信号に変換してアンテ
ナ１２からその電波を送信する。ここで、送信部１１は、ＳＤＩ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）信号をＦＰＵでの伝送に用いられる固定長のパケット形
式のフレームフォーマットであるＴＳ（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）信号に符号
化し、それを中間周波信号に変調した後に、マイクロ波帯へ周波数変換してアンテナ１２
へ伝送する。
【００１８】
　基地局２では、送信点１から送信された電波が回転受信アンテナ装置２１で受信され、
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その受信信号が受信部２２に送られる。ここで、受信部２２は、例えば、受信されたマイ
クロ波帯の信号を中間周波信号へ周波数変換し、その後、前記したＴＳ信号へ復調して、
ＳＤＩ信号へ復号する機能を有している。但し、本例の基地局２内の受信部２２では、最
小限、信号劣化のない前記したＴＳ信号へ変換するまでの機能があればよい。
　本例では、受信部２２により得られたＴＳ信号が送信部２３へ送られ、固定アンテナ２
４から電波で送信される。受信部２２と同様に、基地局２内の送信部２３は、最小限、Ｔ
Ｓ信号をマイクロ波帯の信号へ変換する機能があればよい。
【００１９】
　本社３では、基地局２から送信された電波が固定アンテナ３１で受信され、その受信信
号が、受信部３２、復号部３５によってＳＤＩ信号へ復号されて、本線へ送られる。
【００２０】
　本社３から近距離にある送信点４では、素材が送信部４１を通ってアンテナ４２から信
号として送信される。なお、このような送信の詳細としては、送信点４は、例えば、前記
した送信点１と同様な機能を有している。
　本社３では、送信点４からの信号が、直接、回転受信アンテナ装置３３で受信され、そ
の受信信号が、受信部３４、復号部３５によってＳＤＩ信号へ復号されて、本線へ送られ
る。
【００２１】
　ここで、このような本例のマイクロ受信基地局システムを用いた無線伝送では、基地局
２において送信点１からの電波を如何に効率よく受信できるかが重要となってくる。つま
り、送信点１の位置によって、基地局２内の受信アンテナ（回転受信アンテナ装置２１）
は方向を変えられねばならない。
　このため、マイクロ受信基地局システムでは、受信アンテナ（回転受信アンテナ装置２
１）は、本社３からの遠隔制御により回転が可能な回転架台となっている。この制御監視
方法は次の通りである。
【００２２】
　すなわち、本社３内において、操作端末３８よりネットワークに送信された制御パケッ
トが、制御端局３９で受信され、シリアル信号に変換される。ここで、ネットワークに複
数の操作端末、複数の制御端局をつなげ、それぞれの機器ＩＤ（機器の識別情報）によっ
て送信相手や受信相手を特定して送受信することも可能である。前記したシリアル信号は
、変復調部４０において、例えばアナログ信号に変調されて、基地局２へ向けて送信され
る。
　このアナログ信号は、基地局２内の変復調部２５で受信されて前記したシリアル信号に
復調された後に、被制御端局２６へ送信される。被制御端局２６は、そのシリアル信号（
制御信号）を解読して、回転受信アンテナ装置２１へ制御を行う。
【００２３】
　一方、基地局２内の回転受信アンテナ装置２１における角度などの監視情報は、監視信
号として被制御端局２６へ送られる。被制御端局２６は、その情報（監視信号）をシリア
ル信号として変復調部２５へ送信し、変復調部２５はそのシリアル信号を例えばアナログ
信号に変調して本社３に向けて送信する。その信号を受信した本社３内の変復調部４０は
、受信した信号を前記したシリアル信号へ復調して、制御端局３９へ送信する。制御端局
３９は、受信したシリアル信号を解読して、監視パケットとしてネットワークへ送信する
。操作端末３８は、その監視パケットを受信して、当該操作端末３８上の画面などに情報
として表示する。
　以上のようにして、基地局２内の回転受信アンテナ装置２の制御や監視が可能である。
【００２４】
　また、本例のマイクロ受信基地局システムでは、基地局２に設置された受信部２２や送
信部２３における受信レベルや送信レベル、送受信チャンネル（周波数帯）、変調方式、
送信出力、復号方式、例えば信号切替器の接点の選択、信号多重装置及び信号分離装置に
関する信号の入力や出力の選択などについても、前記した回転受信アンテナ装置２１に対
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する制御監視と同様に、操作端末３８、制御端局３９、被制御端局２６、制御装置（制御
対象となる装置）といった順の一連の信号伝達によって制御監視が可能である。
【００２５】
　なお、信号切替器は、例えば、基地局２の受信部２２で複数の受信信号が得られて、そ
の中の１つの信号を選択して送信信号とする場合に基地局２に備えられ、受信部２２から
出力される複数の信号を入力して、その中の１つの信号を選択するように切り替えて、選
択した信号を送信信号として送信部２３へ出力する。
　また、信号多重装置は、基地局２の受信部２２で複数の受信信号が得られて、これらの
信号を多重して送信信号とする場合に基地局２に備えられ、受信部２２から出力される複
数の信号を入力して、これらの信号を多重して、多重結果の信号を送信信号として送信部
２３へ出力する。この場合、本社３には信号分離装置が備えられ、固定アンテナ３１によ
り受信された多重信号を元の複数の信号に分離して受信部３２へ出力する。
【００２６】
　制御監視について、送信点４からの素材伝送のように本社３へ直接送信する場合には、
操作端末３８、制御端局３９、制御装置（制御対象となる装置）といった順の一連の信号
伝達の経路を用いて、本社３に存在する回転受信アンテナ装置３３や受信部３４などの装
置に関して制御監視が可能である。
【００２７】
　また、本例のマイクロ受信基地局システムでは、受信アンテナの方向調整を行うための
より詳細な情報の提供として、前記した受信部２２、３４における受信周波数や変調方式
などの伝送パラメータを含むＴＭＣＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅｘｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）情報、受信レベル、余
裕度（Ｍａｒｇｉｎ　Ｄｅｇｒｅｅ）、ＢＥＲ、ＭＥＲ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｅｒｒ
ｏｒ　Ｒａｔｉｏ）、遅延プロファイル、コンスタレーションなどの支援データを前記し
たＴＳ信号に重畳させて本社３の情報生成部３６へ伝送することができる。この場合、本
社３では、情報生成部３６が受信部３２、３４からの信号に基づいてＴＳ信号に重畳され
た支援データを分離し、その支援データを情報編集部３７によって編集し、その編集の結
果などの情報を操作端末３８上の画面などに表示させることができる。
【００２８】
　ここで、一例として、基地局２の受信部２２や本社３の受信部３４で、伝送状態の評価
値の情報（支援データの一例）をＭＰＥＧのＴＳ信号に多重し、その情報を本社３の情報
生成部３６でＴＳ信号から分離して情報編集部３７へ送る。
　他の構成例として、伝送状態の評価値の情報（支援データの一例）のみを送る場合には
、本社３の受信部３２や受信部３４が直接的に情報編集部３７へ送ることができる。
【００２９】
　図２には、複数の伝送路を有する伝送経路を持つマイクロ受信基地局システムの構成例
（系統例）を示してある。
　本例のマイクロ受信基地局システムは、例えば図１に示されるものと同様なものとして
、送信点１０１（送信点Ａ）、基地局１０２（基地局Ａ）、本社１０３、送信点１０４（
送信点Ｂ）を有しており、更に、基地局１０５（基地局Ｂ）、送信点１０６（送信点Ｃ）
を有している。
【００３０】
　送信点１０１は、送信部１１１、アンテナ１１２を備えている。
　基地局１０２は、回転受信アンテナ装置１２１、受信部１２２、送信部１２３、固定ア
ンテナ１２４を備えている。なお、本例では、主に、信号の無線伝送に関係する部分を示
しているが、変復調部や被制御端局も備えている。
　本社１０３は、固定アンテナ１３１、受信部１３２、回転受信アンテナ装置１３３、受
信部１３４、復号部１３５、情報生成部１３６、情報編集部１３７、操作端末１３８を備
えている。なお、本例では、主に、信号の無線伝送に関係する部分を示しているが、制御
端局や変復調部も備えている。
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　送信点１０４は、送信部１４１、アンテナ１４２を備えている。
【００３１】
　基地局１０５は、回転受信アンテナ装置１５１、受信部１５２、送信部１５３、固定ア
ンテナ１５４を備えている。なお、本例では、主に、信号の無線伝送に関係する部分を示
しているが、基地局１０５は、例えば、図１に示される基地局２と同様に、変復調部や被
制御端局も備えている。
　送信点１０６は、送信部１６１、アンテナ１６２を備えている。
　ここで、送信点１０６は基地局１０５への送信点として運用されており、基地局１０５
は基地局１０２を本社１０３への中継基地局としており、送信点１０６から本社１０３へ
の複数の伝送路を含む伝送経路による伝送が運用されている。
【００３２】
　具体的には、送信点１０６では、素材が送信部１６１からアンテナ１６２により信号と
して無線送信される。基地局１０５では、送信点１０６からの信号が、回転受信アンテナ
装置１５１により受信され、受信部１５２、送信部１５３を介して、固定アンテナ１５４
から無線送信される。この信号は、基地局１０２の回転受信アンテナ装置１２１により受
信される。
　なお、送信点１０６の動作は他の送信点１０１、１０４の動作と同様であり、基地局１
０５の動作は他の基地局１０２の動作と同様であり、これらの動作や本社１０３における
動作は図１に示されるものと同様である。
【００３３】
　次に、図１や図２に示されるマイクロ受信基地局システムで用いることが可能な伝送状
態の表示について説明する。
　図３には、無線伝送状態の評価値について直近の状態変動の状況を示す表示の一例を示
してある。
　本例では、無線伝送状態の評価値として、デジタル無線伝送における評価指標の１つで
あるマージンの値を用いている。
【００３４】
　具体的には、デジタル無線伝送における評価指標の１つであるマージンの値について直
近のデータをグラフ化したもの２０１に、その間における最高値２０２と最低値２０３を
示し、全体としての変化傾斜（本例では、時間的な変化率）を数値２０４（本例では、「
－３ｄＢ／５分」）及び矢印２０５（本例では、数値２０４と同じ内容を示す）で表示し
てある。この矢印２０５は、傾斜の度合いを矢印の傾きで表現している。
　ここで、図３のグラフにおいて、横軸は時間［分］を表しており、縦軸はマージン［ｄ
Ｂ］を表している。また、横軸で、０［分］は現在の時間（時刻）を表しており、マイナ
スは過去を表している。
【００３５】
　このような表示において、例えば、矢印２０５の傾きとしては、変化傾斜の数値によっ
て所定の段階数に分けて表示してもよい。また、一部の表示について、変化傾斜の値に応
じて段階的に表示色を変化させるなどの表示効果を加えることも可能である。よって、矢
印２０５の表示について、段階的なレベルに応じて傾きと表示色を対応付けて表示させる
ことで、より明解にするような方法を用いることも可能である。
【００３６】
　ここで、変化傾斜を算出するための監視期間（算出値の分母となるもの）は、無線伝送
の運用形態等に応じて任意に設定することができる。これによって、例えば従来手法では
不明であった直近の変化の度合いを、本例では、判断することが可能となる。
　本例では、例えば、過去の実績として記録されている最高値と最低値との間における、
評価値の急激な変化等への対応が可能となる。一般的に、気候等の変動による状態悪化で
は、初期にごく短期間での有意な変化があった後に、破綻に繋がるような急激な変化（例
えば、フェージングなど）が現れる場合がある。
【００３７】
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　具体例として、海上伝搬等では、潮の干満等による伝送状態の評価値の緩やかな変動は
許容され、また、気候変動においては、急減衰が発生する直前の短期間での減衰現象を見
逃さないことが望ましい。
　従来手法では、急減衰については、伝送状態の評価値に関して閾値を厳しく設定するこ
とで回避可能となる問題ではあるが、例えば、海上伝搬等の伝送路上の特性について、若
干の変動余裕（波の揺れ等があるので、余裕のある閾値を設定すること）を許容するよう
な閾値を設定した場合に、過去に前記特性としての変動による許容範囲外の直前までの低
下を記録していたようなときには、直近のごく短期間での有意な変化を検出できない（例
えば、最低値を更新したことを警告するアラーム警告機能では対応できない）恐れがあっ
た。
【００３８】
　これに対して、本例のように伝送状態の評価値の時間変化率を表示する場合には、前述
のような初期変動による値の低下の検出を容易にすることができ、これをユーザへ警告す
ることが可能となる。
　本例の表示手法は、従来手法における回転アンテナ受信装置による伝送路確立後の無線
伝送について情報支援するような一時的な確立伝送路のためのものに適用することも可能
であるが、それよりも、特に、固定的に確立された常時伝送を目的とする固定伝送路にお
ける事前の注目機能という目的が強い。この理由は、一時的な確立伝送路ではユーザが常
に注視した運用形態が多いのに対し、固定伝送路では、常時運用であるためにユーザの監
視が断続的で一時的になる傾向が高く、システム上の機械的検出で有意な減衰を可能な限
り漏らさない機構が非常に重要となってくるためである。
【００３９】
　なお、図３の例では、変化傾斜に関する情報として数値２０４と矢印２０５の両方を表
示する場合を示したが、他の構成例として、いずれか一方のみが表示されてもよい。
　また、図３の例では、現在から５分前までの間における変化傾斜に関する情報２０４、
２０５を表示する場合を示したが、他の構成例として、現在から５分前までの間の情報、
５分前から１０分前までの間の情報、１０分前から１５分前までの間の情報といったよう
に、複数の期間の情報が同一の画面（一画面）に表示される構成が用いられてもよく、ま
た、このような場合にグラフ（図３におけるグラフ２０１）や最高値（図３における最高
値２０２）及び最低値（図３における最低値２０３）の表示が為されなくてもよく、また
、変化傾斜を計算する時間の期間（始点や終点）としては種々な期間が用いられてもよい
。
【００４０】
　図４には、直近の状態変動を含む複数の情報の表示の一例を示してある。
　具体的には、マージンなどの伝送状態の評価値に関して、現在における評価値に基づく
評定値２１１（本例では、［Ａ］）、図６に示されるのと同様な安定度２１２（本例では
、「７０」（％））、直近の状態変動を表す矢印２１３（図３に示される矢印２０５に対
応するもの）が表示されている。
　また、本例では、これらの情報２１１、２１２、２１３は四角（本例では、外側の長方
形）の中に記述されており、更に、評定値２１１と安定度２１２が他の四角（本例では、
内側の長方形）の中に記述されている。
【００４１】
　ここで、評定値２１１については、例えば、マージンや受信電界値などの評価値を複数
の段階の各々に区切って、それぞれの段階をＡ、Ｂ、Ｃ、・・・と表記するような方法を
用いることができる。また、それぞれの情報２１１、２１２、２１３について、表示色の
制御を行うことも可能である。
【００４２】
　本例の表示では、評価値の現在値（本例では、評定値２１１）や、状態の安定の度合い
（本例では、安定度２１２）や、直近の変動（本例では、矢印２１３）について、従来手
法を上回る変化検出機能を備えた総合的な指標を省スペース内の数値又は色等で確認する
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ことができる。このような複数の情報２１１～２１３の表示は、例えば、本例のマイクロ
受信基地局システムへのユーザからの制御インタフェースを具備する表示装置（本例では
、本社３、１０３の操作端末３８、１３８）等に同時に表示させる場合に、表示画面の画
面領域効率を考えると有効であり、複数の評価指標や複数の伝送路の状態を同時に表示さ
せる際の表示レイアウト等に効果的である。
【００４３】
　図５には、上記で説明した評価方式や表示方式を用いた表示例として、複数の伝送路を
含む伝送経路における無線伝送状態の表示の一例を示してある。
　本例では、図２に示されるマイクロ受信基地局システムに適用した場合を示し、具体的
には、送信点１０６（送信点Ｃ）から本社１０３への無線伝送を例とする。なお、本例の
表示に際して、表示装置（本例では、本社１０３の操作端末１３８）では、予めプリセッ
ト機能を用いて、伝送路を確立しているとする。プリセット機能は、各基地局１０２、１
０５における回転受信アンテナ装置１２１、１５１を、予め登録されたデータに基づいて
、所定の方向に自動制御する機能である。
【００４４】
　図５の表示例では、本例のマイクロ受信基地局システム内における初期の受信基地局（
本例では、「基地局Ｂ」）及び最終の受信基地局（本例では、「本社」）を示すラベル２
２１、初期の受信基地局から最終の受信基地局までの伝送経路２２２、各伝送路の受信部
における各評価指標（本例では、受信電界強度（ＢＬ）、マージン、コンスタレーション
）に基づく評定値と安定度と直近変動を示す矢印の組み合わせの情報２２３（図４に示さ
れるものと同様なもの）、各評価指標に関する伝送経路全体としての評定値（総合的な評
定値）２２４、アラームメッセージ２２５が表示されている。
【００４５】
　ここで、本例では、伝送経路２２２は、送信点１０６（送信点Ｃ）、無線の伝送路、基
地局１０５（基地局Ｂ）、無線の伝送路、基地局１０２（基地局Ａ）、無線の伝送路、本
社１０３という順序の経路となっている。また、受信部としては、基地局１０５（基地局
Ｂ）の受信部１５２、基地局１０２（基地局Ａ）の受信部１２２、本社１０３の受信部１
３２のそれぞれにおける伝送状態（本例では、受信状態）に関する情報が表示対象となっ
ている。また、受信部のアンテナについて、回転架台のところの伝送と、固定架台のとこ
ろの伝送とで、伝送路を示す矢印線の態様を異ならせてある。
【００４６】
　また、各評価指標毎の総合的な評定値２２４として、ＯＫ（安定）や、ＷＧ（警告）や
、ＮＧ（不良）が表示される。本例では、マージンについて、基地局１０２と本社１０３
との間の伝送路の矢印（時間変化率）が下がっており、マージンについてＷＧとなってい
る。
　同様に、マージンについて、アラームメッセージ２２５として、「本社：固定受信部　
マージンが期間変動で低下しています」というメッセージが警告のために表示されている
。
【００４７】
　図５に示されるような画面の内容を表示するにあたっては、まず、表示を行う表示装置
内で、初期の受信地点からの伝送経路上の基地局を判別する。このために、本例の表示装
置では、例えば、各基地局が初期の受信地点となる場合における伝送経路を予めテーブル
化してメモリに記憶しておく方式や、プリセット機能を行った際における複数の基地局の
自動的な連動により対象となる基地局を判別する方式が用いられる。なお、初期の受信基
地局（例えば、送信地点から最も近い基地局など）や、最終の受信地点への経路は、例え
ば、装置により自動的に検出されてもよく、或いは、ユーザ（人）により行われる操作に
より設定されてもよい。
【００４８】
　このようにして伝送経路が確定した後には、表示装置では、表示画面上に伝送経路２２
２の表示を行うと同時にその状態評価に関する情報を表示する。
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　このとき、例えば伝送が複数の無線伝送路を必要とするような伝送経路の状態表示など
では、表示する評価項目が多くなるため、なるべく省スペースで表示することが好ましい
。本例のように評定値と安定度と矢印の組み合わせの情報２２３を表示する手法は、各地
点での複数の評価指標に基づく評価値を効率良く表示するのに適している。
【００４９】
　また、全体の伝送経路としての状態評価（総合的な評定値２２４）としては、各伝送路
の中で最も悪い状態に合わせることが良いと考えられる。この理由としては、各伝送路の
状態に依存関係がないこと（例えば、ある伝送路の状態が悪化したことによって、後段の
伝送路の状態に影響を与えることはないことや、広域の天候悪化などのような地域周辺に
同一の要因に基づく悪化が認められるという場合であっても、１つの伝送路が破綻すれば
、他の伝送路とは関係なく、全体の伝送経路として破綻すること）から、それぞれの伝送
路の状態評価値を用いる演算（異なる伝送路の状態評価値を組み合わせる演算）に妥当性
が低い点が挙げられる。
【００５０】
　なお、伝送経路全体の評価指標（総合的な評定値２２４）としては、本例のように、評
価指標（本例では、ＢＬ、マージン、コンスタレーション）毎に表示してもよく、或いは
、他の構成例として、それぞれの評価指標に基づく判定結果の中で、最も悪いものを代表
させて総合表示すること（例えば、ＢＬ、マージン、コンスタレーションの３行の表示で
はなく、最も悪いものについて１行の表示とすること）が行われてもよい。
【００５１】
　また、これらの表示及び評価において、ある項目について定めた閾値を下回ったような
場合には、表示装置の画面上に警告（本例では、アラームメッセージ２２５）を表示する
ことや、警告（音）を発することが有用である。
　また、本例では、図４に示されるような表示手法を用いたが、例えば、図３に示される
ような変化傾斜２０４、２０５の表示手法が用いられてもよい。
【００５２】
　ここで、本例の伝送状態の評価値に関する表示について、種々な態様を説明しておく。
　伝送状態の評価値としては、種々なものが用いられてもよく、例えば、受信電界強度（
ＢＬ）、マージンのレベル、誤り率（例えば、ＢＥＲ）、変調誤差比（ＭＥＲ）、コンス
タレーション、遅延プロファイルなどに関する値を用いることができる。なお、評価値や
安定度としては、それぞれ、種々な演算方法によって取得されてもよい。
【００５３】
　また、伝送状態の評価値に基づく評定値（例えば、図４や図５に示される評定値２１１
、図５に示される総合的な評定値２２４）や、安定度（例えば、図４や図５に示される安
定度２１２）や、時間的な変化率（例えば、図３に示される評価値の変化傾斜２０４、２
０５や、図４や図５に示される矢印２１３）などの各種の情報としては、それぞれ、本例
の態様ばかりでなく、数値、文字、色、図形などの１つ以上を用いて表示することができ
る。
【００５４】
　文字としては、例えば、「安定、良好、警告、危険、不良」等という組み合わせや、「
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ（それぞれ、安定、良好、警告、危険、不良を示す）」等という組み
合わせや、「ＯＫ、ＷＧ、ＮＧ（それぞれ、安定、警告、不良を示す）」等という組み合
わせ、などを用いることができる。
　色としては、例えば、「青、緑、黄、橙、赤（それぞれ、安定、良好、警告、危険、不
良を示す）」等という組み合わせや、「青（又は、緑）、黄、赤（それぞれ、安定、警告
、不良を示す）」等という組み合わせ、などを用いることができる。
【００５５】
　図形としては、例えば、矢印の大きさや傾きを変化させる態様を用いることができ、本
例では、矢印の傾きを変化させており、矢印の傾きがプラス（正）であるときには上方を
向かせ、マイナス（負）であるときには下方を向かせ、大きいほど傾きを大きくしている
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。また、矢印を用いる場合の例として、矢印の向きで直近の変動の状況を表し、矢印の色
で平均的な絶対値を表すようなことも可能である。
　また、図形としては、例えば、感嘆符（！）や星形などの大きさを「大、中、小（それ
ぞれ、安定、警告、不良を示す）」に変化させる態様を用いることもできる。
　また、図形としては、例えば、「丸、三角、四角（それぞれ、安定、警告、不良を示す
）」という組み合わせなどを用いることもできる。
【００５６】
　また、図５に示されるような表示に関して、複数の異なる評価指標が用いられる場合に
は、例えば、本例のように、各評価指標毎に値（例えば、評定値や安定度や矢印や、全て
の伝送路について総合的な値）の情報を表示する態様が用いられてもよく、或いは、全て
の評価指標について総合した値（例えば、最も悪い値）の情報を表示する態様が用いられ
てもよく、或いは、これらの両方の情報を表示する態様が用いられてもよい。
　また、図５に示されるような表示に関して、複数の異なる伝送路についての情報を表示
する場合には、例えば、各伝送路毎に値（例えば、評定値や安定度や矢印や、全ての評価
指標について総合的な値）の情報を表示する態様が用いられてもよく、或いは、全ての伝
送路について総合した値（例えば、最も悪い値）の情報を表示する態様が用いられてもよ
く、或いは、これらの両方の情報を表示する態様が用いられてもよい。
【００５７】
　また、本例では、本社３、１０３の操作端末３８、１３８の表示機能（表示装置）によ
り情報を表示する場合を示したが、本例のような表示はいずれの装置において行われても
よい。
　例えば、各基地局２、１０２、１０５の各受信部２２、１２２、１５２又はＦＰＵ受信
機が単体として使用されるときの受信部に表示装置を設けて表示が行われてもよく、また
、本社３、１０３の各受信部３２、３４、１３２、１３４に表示装置を設けて表示が行わ
れてもよい。具体例として、本例のようにＦＰＵ受信基地局リモコンの表示装置（本例で
は、操作端末３８、１３８）で表示を行うばかりでなく、ＦＰＵ受信機単体の表示装置に
より、表示が行われてもよい。一例として、図３に示されるような単独の無線伝送路に関
する表示を各々の伝送路に該当するＦＰＵ受信機のＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の画面に行うことができ、また、図４や図５に示されるような２
つ以上の無線伝送路に関する一括表示をＦＰＵ受信基地局リモコンの表示装置等で行うこ
とができる。
【００５８】
　以上のように、本例では、無線伝送路を通じて信号を伝送するための遠隔制御監視シス
テム（本例では、マイクロ受信基地局システム）において、伝送路の受信状態に関する評
価値を取得する機能と、取得された評価値について所定期間での変化傾斜の割合（本例で
は、直近の時間変化率又は直近でなくてもよい）を算出する機能と、当該遠隔制御監視シ
ステムの表示装置上に当該変化傾斜の割合の情報を表示する機能を備えた。
　また、本例の遠隔制御監視システムでは、変化傾斜の割合が所定の値（通常は、マイナ
スが悪くなる方向として、ゼロ又は所定のマイナスの値であるが、プラスの値でもよい）
を下回ったときに、警告を表示し又は警告（音）を発する機能を備えた。
【００５９】
　一構成例として、本例では、１つ以上の無線伝送路を通じて信号を伝送するための遠隔
制御監視システム（本例では、マイクロ受信基地局システム）において、無線伝送の初期
送信地点及び最終受信地点を設定する機能と、当該無線伝送に必要な伝送経路となる各無
線伝送路を判別する機能と、各伝送路における受信状態に関する評価値（例えば、各評価
指標毎の評価値）を取得する機能と、情報を表示する機能を備え、少なくとも評価値の過
去の所定期間内（本例では、直近又は直近でなくてもよい）の変化に基づく所定の演算か
ら算出される評定値（例えば、各評価指標毎の評定値）を求め、また、当該無線伝送の初
期送信地点から最終受信地点までの無線伝送経路について、（例えば、各評価指標毎に、
又は、全ての評価指標について総じて）個々の伝送路の中で最も評定が低い伝送路の状態
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を当該無線伝送経路の全体の評定値として表示する。
【００６０】
　従って、本例の遠隔制御監視システムでは、無線受信に関する表示装置において、例え
ば、評価値の時間的な変化率を表示することにより、各伝送路における伝送状態の変化の
検出を支援することができ、また、数値や、少ない文字や、色や、図形を用いて表示を行
うことで、一目瞭然の表示を実現することができる。
　また、本例の遠隔制御監視システムでは、複数の無線伝送路を伴う伝送経路に関する状
態表示に対応した包括的な情報表示を実現することができ、例えば、複数伝送路の同時監
視を可能とする表示を行うことができ、システムの運用ユーザにとって、効率的且つ緻密
な情報提供を行うことができる。
【００６１】
　（以下、構成例の説明）
　一構成例として、無線伝送の状態（本例では、例えば、各受信部における無線受信の状
態）に関する情報を表示する伝送状態表示装置（本例では、例えば、操作端末３８、１３
８）において、次のような構成とした。
　すなわち、評価値取得手段（本例では、例えば、各受信部の機能）が、無線伝送の状態
に関する時間的に変化する評価値を取得（例えば、検出）する。時間変化率取得手段（本
例では、例えば、各受信部或いは情報編集部３７、１３７或いは操作端末３８、１３８の
機能）が、前記評価値取得手段により取得された評価値に基づいて、当該評価値の時間的
な変化率を取得（例えば、演算）する。情報表示手段（本例では、例えば、操作端末３８
、１３８の機能）が、前記時間変化率取得手段により取得された時間的な変化率の情報を
表示する（本例では、例えば、図３や図４や図５のような表示）。
　従って、評価値の時間的な変化率の情報を表示することにより、例えば、直近における
時間的な変化率などの様子をユーザに報知することができ、効果的に伝送の状態を表示す
ることができる。
【００６２】
　ここで、伝送状態表示装置は、例えば、システムのいずれのところに設けられてもよい
。
　また、表示対象となる無線伝送の状態に関する情報としては、種々な情報が用いられて
もよい。
　また、無線伝送の状態に関する時間的に変化する評価値としては、種々なものが用いら
れてもよく、例えば、２つ以上の異なる特性（指標）の評価値が用いられてもよい。
　また、時間的な変化率としては、例えば、種々な期間（始点や終点）のものが用いられ
てもよい。
　また、表示対象となる時間的な変化率の情報としては、例えば、数値、文字、色、図形
など、種々な表示の仕方が用いられてもよい。
【００６３】
　一構成例として、伝送状態表示装置では、次のような構成とした。
　すなわち、複数の無線伝送路を含む伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれ
について、無線伝送の状態に関する情報を取得する。
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のそれぞれについて
取得された無線伝送の状態に関する情報を同一の画面で表示する（本例では、例えば、図
５のような表示）。
　従って、複数の無線伝送路を含む伝送経路における無線伝送の状態に関する情報をユー
ザにとって把握し易く表示することができ、効果的に伝送の状態を表示することができる
。
【００６４】
　ここで、複数の無線伝送路を含む伝送経路について、無線伝送の状態に関する情報を表
示する対象とする２つ以上の無線伝送路としては、例えば、当該複数の無線伝送路の全て
であってもよく、或いは、一部であってもよい。
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　また、情報を同一の画面で表示する態様としては、例えば、ひとまとまりの画面表示内
容であるが、物理的な一画面（例えば、ディスプレイなどの一画面）に収まらないために
スクロールさせて全体を見られるような場合も含む。
【００６５】
　一構成例として、伝送状態表示装置では、次のような構成とした。
　すなわち、伝送状態判定手段（本例では、例えば、情報編集部３７、１３７或いは操作
端末３８、１３８の機能）が、所定の判定規則に基づいて、無線伝送の状態が所定の状態
と比べて悪いことを判定する。
　前記情報表示手段は、前記伝送経路における２つ以上の無線伝送路のうちで、前記伝送
状態判定手段により無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いと判定された１つ以上の無
線伝送路がある場合には、それに関する情報（本例では、例えば、図５における総合的な
評定値２２４或いは評定値と安定度と矢印の組み合わせの情報２２３或いはこれらの両方
）を表示する。
　従って、伝送経路における２つ以上の無線伝送路について、無線伝送の状態が悪い１つ
以上の無線伝送路がある場合（つまり、１つでも無線伝送の状態が悪い無線伝送路がある
場合）には、そのことをユーザに報知することができ、効果的に伝送の状態を表示するこ
とができる。
【００６６】
　ここで、無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いことを判定する場合における当該所
定の状態としては、種々なものが用いられてもよく、また、このような判定を行うための
所定の判定規則としては、種々なものが用いられてもよい。
　また、無線伝送の状態が所定の状態と比べて悪いと判定された１つ以上の無線伝送路が
あることに関する情報を表示する態様としては、例えば、数値、文字、色、図形など、種
々な表示の仕方が用いられてもよい。
　（以上、構成例の説明）
【００６７】
　（実施例のまとめ）
　ここで、本発明に係るシステムや装置などの構成としては、必ずしも以上に示したもの
に限られず、種々な構成が用いられてもよい。また、本発明は、例えば、本発明に係る処
理を実行する方法或いは方式や、このような方法や方式を実現するためのプログラムや当
該プログラムを記録する記録媒体などとして提供することも可能であり、また、種々なシ
ステムや装置として提供することも可能である。
　また、本発明の適用分野としては、必ずしも以上に示したものに限られず、本発明は、
種々な分野に適用することが可能なものである。
　また、本発明に係るシステムや装置などにおいて行われる各種の処理としては、例えば
プロセッサやメモリ等を備えたハードウエア資源においてプロセッサがＲＯＭ（Ｒｅａｄ
　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）に格納された制御プログラムを実行することにより制御され
る構成が用いられてもよく、また、例えば当該処理を実行するための各機能手段が独立し
たハードウエア回路として構成されてもよい。
　また、本発明は上記の制御プログラムを格納したフロッピー（登録商標）ディスクやＣ
Ｄ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）－ＲＯＭ等のコンピュータにより読み取り可能な記録媒
体や当該プログラム（自体）として把握することもでき、当該制御プログラムを当該記録
媒体からコンピュータに入力してプロセッサに実行させることにより、本発明に係る処理
を遂行させることができる。
【符号の説明】
【００６８】
　１、４、１０１、１０４、１０６・・送信点、　２、１０２、１０５・・基地局、　３
、１０３・・本社、　１１、２３、４１、１１１、１２３、１４１、１５３、１６１・・
送信部、　１２、４２、１１２、１４２、１６２・・アンテナ、　２１、３３、１２１、
１３３、１５１・・回転受信アンテナ装置、　２２、３２、３４、１２２、１３２、１３
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４、１５２・・受信部、　２４、３１、１２４、１３１、１５４・・固定アンテナ、　２
５、４０・・変復調部、　２６・・被制御端局、　３５、１３５・・復号部、　３６、１
３６・・情報生成部、　３７、１３７・・情報編集部、　３８、１３８・・操作端末、　
３９・・制御端局、
　２０１・・グラフ、　２０２・・最高値、　２０３・・最低値、　２０４・・数値（変
化傾斜）、　２０５、２１３・・矢印（変化傾斜）、　２１１・・評定値、　２１２、３
０４・・安定度、　２２１・・ラベル、　２２２・・伝送経路、　２２３・・評定値と安
定度と矢印の組み合わせの情報、　２２４・・総合的な評定値、　２２５・・アラームメ
ッセージ、　３０１・・メータ表示、　３０２・・基準線、　３０３・・変動軌跡や各値
の分布、

【図１】 【図２】
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